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＜序＞ 
 真正細菌の物質代謝系のオペロン（遺伝子発現の単位）は、集約型や分散型が
存在するなど、生物種によって多様な構造を形成しているであ。そこで当研究室
では、オペロンの構造に加えて、発現制御機構を様々な生物種間で比較すること
により、オペロンの編成、そして物質代謝系の編成について考察することを試み
ている。本研究は、その一環として代表的な物質代謝系であるアミノ酸生合成、
中でもトリプトファン生合成系遺伝子群についての研究を行った。 
高度好熱菌 Thermus thermophilus （以下 Thermus ）は生体高分子の熱安定性
が高い。また、基本的生命現象に関与する重要な遺伝子を一通り持ち、それらは
ヒトなどの高等生物とも相同性が高いことが知られており、非常に有用な研究タ
ーゲットである。Thermus のトリプトファン生合成系オペロンは、trpC、trpF、
trpBA、trpEGD の４つに分かれてゲノム上に分散している。これらのオペロンが
統一的に制御されているかどうかを知ることは、オペロンの編成を考える上で重
要である。 
 
＜実験方法＞ 
○発現レポーターの作成 
耐熱性カナマイシン耐性遺伝子（HTK ）を持ったベクターpBHTK1にレポーターで
あるβ-glycosidase遺伝子（bgl）をクローニングする。 
 
○trpオペロンのクローニング 
trpオペロンをPCR法により増幅し、ベクターpTWV228にクローニングする。 
 
○転写産物の解析 
trpオペロンのmRNAを回収し、プライマー伸長法により転写開始点を決定する。 
 
＜結果＞ 
（１） 目的の発現レポーターpBHTK1-bglが完成した。これによりThermus 内にお
けるtrpオペロンの発現を、青白判定を用いモニターできる。 
（２）trpC、trpF、trpEGD のクローニングが成功したが、trpFはlacZ遺伝子と同
じ向きのクローンは得られていない。trpBA のクローニングについては現
在進行中である。 
（３）trpEGD についてプライマー伸長法を行い、trpEGD の転写開始点を決定し
た。trpC については共同研究者からの報告により、mRNAの二次構造のため
プライマー伸長法での決定はできないとのことであった。trpF はクローニ
ングが逆向きであったためプライマー伸長法ができなかった。 
 
